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国際鉱物学連合総会に出席して

1964年12月14目～22日までインドのニュｰデリｰで

国際鉱物学連合(htemati㎝a1Minera1ogica1As-

sociation,略してIMA)第4回総会カ欄かれ私は日本

の代表の1人としてこの会に出席することができた.

1958年にスペインのマドリッドでIMAの創立総会が

開かれたときからはじまって今度の総会で都合§回の

集まリをもったわけである.私はそのうち第逐回の鴛

ベンノ･一ゲン会議を除いたすべての集まりに出席してい

る.日本人としては一番出席率の良い方なのでこ

の機会を利用してIMAのな!)たちいままでの会合

おも狂仕泰などについて報告しておくことにしたい昔

IMAが創立される前鉱物学春あるいは鉱物科学

者(鉱物学岩石学鉱山地質学地球化学校とを総称

した意味でつかう)たちの国際的な協力機関は万国地

質学会議(IntematiOna工Geo10gicalCongress絡して

IGC)か国際結晶学連合(I趾emati㎝a1UnionOf

Crysta1工㎎臓凶y略して里｡汰砒)だけであった出鉱

物科学者たもはそれぞれの専門にしたがって亘GCか

I.U.Cr.の会合に出席していたわけである.

砂川一郎

一方各国の国内的な学会の状態はどうであったかと

いうとおもだった国女で鉱物学会がつぎつぎに着11立さ

れていっていた.それ以前には各国とも地球科学関

係の学会では地質学会が最初につくられ鉱物科学はそ

の1部をうけもっていたわけである.鉱物科学が地球

上の岩石や鉱物を記載分類している間はこのような形

擦で矛庸はなかったが研究が段々進むにつれ鉱物科

学は地質学から分科して五人だちするように租りそれ

に応じて地質学会とは独立して鉱物学会が創立されるよ

うになった､この種の分化が起こ1)鉱物学会が最初

に創立されたのはイギリスであ1)(王8弼年)書らに

アメりカ(湖6年)ドでツフラン｣ス扱とで鉱物学会

あるいは鉱物学1緕縞学会がつくられていった止これ

らはいずれも錦蟹次大戦以前のできごとであった､大

戦以後には妻ずカナダで鉱物学会が創立されついで

周本でもまず地質学会の部会として･後には独立した学

会として鉱物学会が創立された.さらにインドでも鉱

物学会の独立がみられた.

織

婆丑ダζ怜へ)

例鰍

日本の場合事情はやや複雑で篤藪次大戦以前に

岩石鉱物鉱床学会が存在しておりこのほか終戦後鉱

物学会と鉱山地質学会とが翻立されたのである.と

ころが諸外園の場合鉱物学会の刺こは濱本でいう結晶

学鉱物学岩石学鉱床学齢るいは地球化学葉でふ

くめている揚余が多い､たとえばアメリカの鉱物学

会誌啄)表紙には鴇鉱物学捗眠岩石学冴袖結最学所が3位

五体と扱っている紋章が印刷されている.外国での鉱

IMA創登総姦(ツ1ζリド)1こ嬢嚢った人膏

土はその入た彩の噌

イン

物学に対する観念はこのように幅

広いものダ)ようで従来日本の地学

背たちがもっていた鉱物学に対する

概念とは大部異匁っているのである.

そこでこ二では誤解をさけるため

鉱物科学背ということばをつかうこ

とにする｡さてこのように世

卿硝もだった鰯々に鉱物学会がつ

くられ鉱物科学昔たちがふえるに

したがい自分たち独自の国際協力

機関紅)くるうという気分が広く

世界玖)鉱物科学昔たちの間にもリあ

がってきた､これは単に鉱物科学�
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者たちだけの学術討論の場をつくりたいという希望から

できたばかりでなく鉱物科学の研究を進める上で国

際協力が是非とも必要となってきたからである.たと

えば鉱物に関するデｰタの記述のし方1つをとってみ

ても各国ばらばらの方法をとっていては不便でしかた

がない.国際的に統一した記述方法を考えだす必要に

せまられていたわけである.あるいはまた新しい鉱

物を発見記載した場合それが本当に未知の新鉱物であ

るかどうかを国際的に検討承認することが望ましい.

この際にもまた国際協カガミ必要であろう.このような

要望が高まるとともにそれがはじめて公式の席上でと

りあげられ各国の鉱物科学春たちの討論の材料になっ

たのは1957年カナダのモントリオｰルで開かれたI.U.

CLの席上であった.最初の提案を行荏ったのは.ア

メリカのM･I･T･の有名な鉱物学者･結晶学者であるバ

ｰガｰ教授たちであった.この際非公式な小集会が

もたれイギリスの大英博物館(自然史部門)の鉱物部

の部長クラｰリンボウ博士を議長とした国際鉱物学連合

準備委員会が発足したのである.モンドリオｰノレでの

小集会には日本から東大の定永教授が出席している.

設立準備委員会がその後各国の鉱物学会あるいは

代表的な鉱物学者にサｰキュラｰを送り創立総会への

出席をうたがした.こうして翌1958年4月にスペイ

ンのマドリッドでIMAの創立総会がひらかれその創

立が宣言され規約や役員が決定されまた国際協力に

必要な委員会カミ発足したのである.

マドリッドでの創立総会に出席した鉱物学者は国に

して15力国人員にして約40人であった.発足したば

かりでその参加国数も人数も至って少たかったが参

加者の顔ぶれをみると世界中のおもだった鉱物学者を網

らしているといっても過言ではないほどの集りであった.

たとえばアメリカからはM.I.T.のM.J.Buerger,

ノ･一バｰド大学のFrondelイギリスからはケンブリッ

ジ大学のTi11eyソ連からはレニングラｰドのGrigoriev

フランスはソルボンヌのWyart博物館のOrcelド

イツは長石の研究で有名なLavesスイスはParker

イタリアはロｰマ大学のOnoratoおひざもとのスペイ

ンはAmorasといった顔ぶれである､買求からは

伊藤貞市東大名誉教授片山信夫教授と筆者の3名が参

加した.

これらの顔ぶれをみると員本で一般的に考免られて

いるような狭い意味の鉱物学者だけで扱く結晶学者や

岩石学者も参加しており“mi蝸蘭i鴫ジということば

が広い意味で受けとられていることカ重わかる岳

会議は4月8910の3員閲行なわれその前後に

バノレセロナ地方トレド･コルドバ1グラナダ地方の巡

検旅行カミ行なわれた.89の両目IMAの規約事

業などが議され10目は“現在および将来の鉱物学･地

球化学･岩石学の研究"という題で討論会カミもたれた.

8目9目の会議ではじめてIMAは正式に誕生し

Intematiom1Minera1ogica1Associationという名前カミ

決定したのである.その目的とするところはいうま

でもなく鉱物科学(mineralogiCa1SCienCeということ

ばをつかっている)における国際協力の推進にありそ

の目的のために各種の委員会を設置して国際鴇力を行な

いあるいは討論会をもち出版物を発行することにある.

一IMA会員はしたカ重って個人会員ではなく各国の鉱

物科学者の集りである鉱物学会であり一国一学会のみ

カミ加盟できる.この種の学会ができていない国のこと

を考えて今度のニュｰデリｰの総会では鉱物学会あ

るいはそれに代行する鉱物学者の集りであるところの機

関というふうに規約の改正が行なわれた.いずれにし

てもIMAのメンバｰは個人では征く学会である.現

在加盟国は24ヵ国あり日本では鉱物学会が窓口とし

て会員になっている.加盟国の鉱物学会の会員数に応

じて会費を納入しまた数に応じた数の投票権をもつと

いう形式がとられており日本は現在年間$90の会費を

納め3葉の投票権をもっている.

役員改選は4年に1回.IGCの際並行して開かれる

IMAの総会の際に決定される.マドリッドの創立総

会の際に選出された第1回の役員以後現在までの役員は

次表のとおりである,なお副会長のうちの1人はソ

lMAを提案した1人アメリカMITの

Buerger教授(マドリッドの創立総会にて)

初代会長Parker教授(スイス)左はし

右はしは砂川技官(マドリッド創立総会にて)�
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策2代金笹

PrOfF三sher

(アメリカ)左はし

第1回総会(スイス)

後の巡検旅行にて

連圏から選出され

ることに在ってお

り会長副会長

とも再選されない.

役員選挙では毎回

対立候補がだされ

たリ陰の工作が行なわれたり神々活発である.

れにはいろいろの理由があるが1つにはフランス･イ

タリア･スペイン系の代表が自分たちの系統から1度

は会長をだしたいという希望を強くもっているためでも

あろう.従来の会長はすべてEnglishspeakingOrig

inからばかりであった.今度のニュｰデリｰ会議の

際も執行部提案の候補に対し以上3力国と日本の4ヵ

国提案の形で対立候補がだされた.結果はほぼ執行部

提案どおりにたったが評議員のうち1人は逆転勝で4

国提案の東大渡辺武男教授が選ばれた.IMAのよう

な小さい国際会議でも選挙問題になると国際関係やこ

とぱの相違などカ坂映して結構複雑な事態になるもの

である.

1958-19601960-1964ユ964-1968

会長Prof.ParkerProf.FisherProf.Ti11ey

(スイス)(アメリカ)(イギリス)

副会長Prof.Wick血anProf.TilleyProf.Stm皿z

(スウェｰデン)(イギリス)(ドイツ)

偲潦��杯物�偲潦���湯��昮����歹

(ソ連)(ソ連)(ソ連)

書記長Prof.Amoros

(スペイン)

会計Prof.Fisher

(アメリカ)

評議員Prof.Orce1

(フランス)

偲潦�湯牡瑯

(イタリア)

Prof.工to

(日本)

Prof･AmorosProf.Preisinger

(スペイン)(オｰストリア)

偲潦�敲特�潦�敲特

(カナダ)(カナダ)

偲潦���偲潦���

(インド)(ノルウェｰ)

偲潦�慨�慄��瑩�

(フィンランド)(チェコ)

偲潦�楮�敲偲潦�慴慮慢攀

周際的な協力機関である工MAの発見に対麻してそ

の国内機関として学術会議剛班鉱物学研究連絡委貴会

がつくられている古これは関連する学会(鉱物学会

岩石鉱物鉱床学会鉱山地質学会地質学会)から選出

された人と学識経験背および学術会議員&の計王脇で構

成されてお1)(選出方法終ついては現在検討中)黍貴長

国内および渉外幹寮のほかに夏MAに対するM室三〇鯛1

Representati聡次にのべる豆MAの7つの委員会に

対応する国内委員会の長をおいている.したカミって

IMAに登録してある学会としては1国1学会という

建前上鉱物学会だけであるがIMA関係の審議や事業

は鉱物科学に関連する諸学会の協力で行在うという体制

がしかれているわけである.

さてIMAは鉱物学研究上の国際協力を行在うのを

その中心の目的としているので総会での中心になる仕

事はそれに必要なビジネスを行なうことである.こ

の点論文発表を中心とした形式の国際会議とやや趣を異

にしている.もちろんこのビジネス以外にも学術討論

会がもたれているが中心としているのはビジネスのた

めの委員会である.この種国際協力を行淀うためにマ

ドリッドで4つのその後3つの委員会がつくられ現在

7つの委員会秘存在している.それぞれの委員会の仕

事と現在の役員をあげると次のとおりである.

1.博物館委員会(Co㎜加issio皿｡血M鵬e皿加s)

鉱物科学はspecimenscienceである.その出発か

らみても天然に産する鉱物を正確に記載分類するこ

とから発足している.鉱物科学とくに鉱物学のもつこ

の性質はこの学問の基本であり将来どのように変っ

てゆきまた実験的な分野がひろがるにしても鉱物科

学の基礎としての記載分類の学問はその役割を失わ狂い

であろう.この種の学問の生命は標本である.した

がって鉱物の標本を散逸することなく保存しかつ世

界各国で相互に利用しあうことが大切である.このこ

とは新鉱物や稀有の鉱物の標本についてはとくに重

要でこれらの鉱物は一般に標本が至って少底い.その

ためそのありかをはっきりさせておく必要カミあろう.

この種の国際協力を行淀うためにこの委員会が創立され

た.アメリカハｰバｰド大学のFr㎝de1教授を委員

長に発見しIMA加盟国内にある鉱物標本を所蔵して

いる博物館の実態調査(所蔵標本の数新鉱物稀有鉱

物の数など)を行なってきた.その結果はまだ公刊さ

れていないが近い将来“WorldDirectoryofMinera-

1ogicalMuseums"という形で公刊される予定である.

さらに標本の交換

Ty畔spec量獺棚の保

存法扱ど考慮されてい

る昔黍局長酎む鴛㈲

(アメリカ)蕎記長

鱗喜代金疑

γ1晩き教授(ケンプ

ツい1)劔並給

金にて�
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Zwaan(オランダ)国内委員長砂川一郎

2.抄録委員会(COm㎜issi0皿0nAbstract)

鉱物科学の研究成果の発表が年ごとに増大してゆく

にともたってそれらのアブストラクトをできるだけ

国際協力の形で発行ナることができたらよいと考えられ

てつくられた委員会IMA所属の7つの委員会の中

で最も難行をつづけてきた委員会である.

IMA発足前に鉱物科学の分野の抄録の雑誌は数種

類発行されていた.イギリスの“Mineralogica1

Abstract"ドイツの“Zentraib1att"フランスの

“BunetinSignaietique"ソ連邦の“R.Z.εer.Geol."

などであった.それぞれの特色をもつ抄録の雑誌であ

ったがそのうちで鉱物科学を中心としたものではイ

ギリスのMineralogicalAbstract(M.A.)が歴史も古

く詳細な抄録を載せる点が有名であった.

MineralogicalAbstractは工MA発足の前後からす

っかり衣がえを行なっていた.それ以前にはイギリス

の鉱物学会誌であるMineralogica1Magazineの付ろ

くとして各号のうしろにまとめて掲載されていたが

この形式をすっかりあらため独立した抄録誌として発

行するようになりまたアメリカの鉱物学会と協同で刊

行するようにその組織も変更されていたのである.

この体裁を整えた上でM.A.を国際的柱協力の上で発

行しこれを国際的な抄録雑誌にしようという提案を

イギリス･アメリカの両国からIMAに対して行なった

のである.マドリッドでの創立総会チュｰリッヒで

の第1回IMA総会においてはこの提案は広く歓迎さ

れすでに雑誌を発行しているフランスドイツの代表

からも協力するという発言が泣きれた.またソ連圏で

は独自の抄録誌を発行しているがその雑誌に発表前の

原稿をM･A･に送り英訳して発表し一方M.A.の原

稿も同様ソ連側に渡して露訳して発表するというとりき

めが行なわれた.この際M.A.に発表する抄録は

スペイン･トレド市見学中の一行右端からN.F.M.He耐y

(イギリス)Grigoriev(ソ連)1人おいて初代会長Parker

夫妻(スイス)

第10回総会の晩さん会にでた魚料理Int.Minera1.Associationと

書いてある

英語で行なうというりょう解があったのはもちろんであ

る.ところが第1回のチュｰリッヒでの総会(1959

年)と第2回のコペンノ･一ゲンでの総会(1960年)の間に事

態は急変してしまった.まずドゴｰル大統領出現以

後とみにナショチリズムの高揚してきたフランス側から

国際的在MAにフランス語を用いたいというのはけし

からんフランスから送るM.A.用の原稿はすべてフラ

ンス語のみにしそれを英訳して発表してはたらないと

いう申し込みが行たわれついでドイツも同様な立場を

主張するようになった.そのため抄録委員会の委員

長も書記長もついに妥協し英･独･仏の3カ国語を

公用語としM･A･はこの3ヵ国語で発行するという結

論をだしてしまった.すべての抄録をこの3カ国語で

出すというのではなく英･独･仏の3カ国語でつくら

れた原稿をそれぞれに訳すこと衣しにそのままで印刷

するというのである.したがって英語の抄録もあれ

ばドイツ語やフランス語のもありM.A.を読む人は

この3カ国詰に読めるだけの語学カガミなければならない

ということになる.当時この委員会の書記長であった

ケンブリッジ大学のN･F-M.Henryはそのころ英国

滞在中の筆者にわざわざ昼食をご馳走した上でこのよ

う在結論になったから一つ日本の鉱物学者にも納得し

てもらえるよう働きかけてくれと懇願した.もちろん

こんな話に乗れるわナはなく私は｢もし3カ国語を使

右端からAmoros(書記長スペイン)Frondel(アメリカ)

deWijs夫人(オランダ)Sa血一Migue1(スペイン)�
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いたいのなら日本語もその仲間に入れてくれなければ

こまる.匁ぜ放ら員本にも抄録を掲載している鉱物

科学関係の雑誌が現実に存在するのだからJとからかっ

ておくに止めた右

3カ国語案はつペン｡ハｰゲン仰沸婁同工MA総

会に提出された淋案の定ここで各禺代表から激しい簾

中攻撃をうけついに黍黛長1欝記長とも辞任の止むな

きに至ってしまった¢)である､この案が破棄されたの

はもちろんで大多数の意見はM.A.をもりそだて

英語で統一した国際的な抄録誌をだす.当座資金面は

イギリスとアメリカの鉱物学会が負担し他の国々は無

償で抄録の原稿をM.A.に送る.ということであっ

た.実際第3回第4回の会合でもこの線はそのまま

守られている.ただしよリ下層の国際化を行ない

IMAがM.A.の唯一の所有背になるよう資金面の解

決をはかるよう努力しようというのが今度のニュｰ･

デリｰ総会での結論であった.したがって現在イ

ギリスとアメリカの鉱物学会で共同所有するM･A･に各

国から原稿を送ることによってsemi-intemationa1な鉱

物科学の抄録雑誌が発行されているわけで原稿を無償

で送っている国は次の27カ国である(カッコ内は有志

として協力他は学会として協力)オｰストラリアオ

ｰストリアベルギｰブルガリアカナダチェコス

ロバキアデン'マｰクエジプトフィンランドトイ

ツインドイスラェルイタリア目本オランダ

ニュｰジ□ランドノルウエｰバキスタンスペイン

スウェｰデンスイス(アノレゼンチンブラジルフ

ランスケニアメキシコ南ア連邦ポノレトガノレ)

日本もこの面での協力を次のようにして行なっている.

すなわち鉱物学研究連絡委員会の中に片山信夫教授

を委員長とする小委員会があリここから鉱物学会に

所属する20人ほどの研究者に伏しよくしてそれぞれ分

担の雑誌から抄録原稿をつくる.これをもとにして編

集委員が英訳しそのまま鉱物学会発行の“Minera1･

ogica1Joumal"にMinera〕ogica1Abstractfro㎜the

scienti£cpaperspublishedinJapanとして印刷する.

原稿は筆者によって再編集してM.A.用原稿として送り

また東大定永両一教授によって再編集してZentra1b1att

用原稿として送っている.したがって同一の原稿から

3種類の原稿がつくられているわけである.もちろん

後2音はそれぞれの雑誌に適合するよう訂正加筆再

編集カミ行祖われているのはいうまでも扱い.この委員

会の現在の委員長はProf,Hugi(スイス)書記長はDr.

Howie(イギリス)国内委員長は片1⊥1信夫教授である.

3､新鉱物および鉱物名委員会(COmmissi㎝0皿

工可e,vMiIユera1andMil=江era1Na.mes)

毎年世界で数十種類の新鉱物が発見研究報告され

ている.新鉱物の報告はプライオリティｰの問題つ

ま一)早いもの勝ちであるからどこかでその調整をとる

必要があろう.また研究者カミ新鉱物と確信していて

もよく調べてみるとすでに記載されていた鉱物である場

合も多い(あるいは不十分なデｰタで新鉱物ときめて

しまうあわてものの研究脊もいよう).多数の目を通

しておけばこのような混乱を防ぐことができよう.

また同一鉱物に対して国によって異なった名前で呼ば

れているものもある.たとえばzincb1endeとsphale･

riteなどはその例である.これまた国際的に統一し

た名前で呼ぶ方が便利であることはいうまでも狂い.

これらの問題を取り扱う委員会としてこの委員会が設

立され設立以後ずっとIMAの委員会中でももっと

も活発な委員会となった.委員長書記長とも設立以

後同一人でそれぞれアメリカ地質調査所のDr･Flei･

sherとフラン'スの地質鉱物研究所(地質調査所)の

Dr,Gui11eminである.国内委員長は須藤俊男教授.

この委員会で行なっている中心的な比事は新鉱物の認

定である.研究者が新鉱物と決定し新しい名前を提案

しようとする際には詳報を発表する以前にその鉱物

買本から第1回総会に出席した人たち左から

正岡購五郎(東大)上回建夫(京大)傑藤貞市(東大)

大森啓一(東北大)の諸氏

第1回総会で皇双.霊■､に関する討論会で論文発表を行なった研究背たち

左からCurie口(フラニス)Neuha1】s(ドｰイ1ソ)亘｡1ser(アメリカ)

Buerger(アメリカ)伊藤(肩本)Hart㎜an(オランダ)砂川(貝本)�
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策3回総会(アメリカ)

の巡検旅行にて

デｰタ委員長

Strunz(ドイツ)

の各種の性質(産状共生

鉱物化学分析結果および

化学成分形態的測定結果

および結晶形態恒数X線

的デｰタおよびできればX

線的恒数や結晶構造比重

･硬度･色などの物理的性質光学的性質など)の抄録

をつくり委員長の下に提出しなければならない.委員

長はこれを各国の新鉱物委員会に送って新鉱物とし

て承認するかどうかの意見を聴取する.その結果にし

たがって最終的衣承認が行なわれ研究者はそれを発表

することができるわけである.世界各国で年間数十近

い新鉱物カミ発見･研究されているわけであるからこの

委員会の仕事はたかなかたいへんである.たとえば

1959年60年の2年間には97種の新鉱物カミ検討されうち

53種が承認36種が不承認8種が再検討ときめられて

いる.しかしこの委員会が発足したおかげで不十分

なデｰタで新鉱物のプライオリティｰを主張するようだ

傾向は漸減し多くの鉱物学者の批判に耐えるだけ十分

衣デｰタをそろえた上で新鉱物を命名するという方向に

むかってきたことはまことに喜ばしいことである.

また同一鉱物に対して国によって異なった名称を与

えていたのをできるだけ統一してつかおうという努力

もこの委員会でなされておりすでに数多くの鉱物に対

して統一した名前を採用している.たとえば

可

慮�捩浥

慮慴慓攀

�浩�

�癩�楮攀

d…9enite

feldsφar,feldspath

杲�獵�爀

��瑩�

�浩浯���

�杮�楴攀

�����

���瑩�

��敲景�楮攀

獰��牴楮攀

獰潤畭�攀

否

慮�捩�

octahedrit籔

敲畢�捩�

devillite,herren夏rund二te

�潤��楴攀

晥汳�爀

杲�獵�物�

��楓楴攀

��浩�

giOl〕ertite

chloro脾1

p二edmontite

��敲摯�楴攀

獰��牴楴攀

����

��物�浥����

��慨�物�晡�敲�晡��攬����

瑯牢敲��捨����

癡��楮楴����

wemerite(species用)

(scapoliteはgroup名としてつかう)

また決定には至らなかったが多数の賛成で次の名

前をつかった方がよいということになった.

misp'cke1よりもarsenopyrite

bromyrite〃1〕romargyrite

cerargyrite〃｡hlorargyrite

hydrargi11ite〃gibbsite

iodyrite〃iodargyrite

soda〃natron

orthose〃｡rthoc1ase

dialogite〃rhodochrosite

cha1ybiteあるいはsideroseよりもsiderite

blendeよりもsphalerite

cobaltoca1cite〃spheroco1〕a1tite

desmine〃sti11〕ite

aschari1=e〃szai1〕elyite

4.鉱物デｰタ委員会(COm皿issi㎝0皿Mi皿e醐1)

この委員会は鉱物の各種のデｰタの記載法を国際的に

統一しまた鉱物の分類法を検討しようと発足した.

さらにできれぱ鉱物のデｰタをASTM式のカｰドの形

かWycko血の結晶構造のデｰタ式のノレｰズ･リｰフ式

で発行する希望と新鉱物委員会で承認された新鉱物の

デｰタを集め分類することをも目的としている.委員

長は委員会発足以来ずつと“Minera1ogischenTaト

e11en"で有名なドイツのPrOf.Strunzかつとめてい

る.この委員会で採択した鉱物デｰタの記載法の要点

は次のとうりである.

格子の大きさ:a叩b.c⑪(inA)

X線デｰタよりの軸率:a｡:b｡:c｡

結晶形態から求めた軸率:a:b:c

軸角:郷害鳥皇㌻

謹葦簸

第3回総会後バｰジニア地方一巡検旅行での一行�
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策1表鉱物の分類

OI■■田1･岨����皿"1､…}^一円.o机�����

1回…･■I`�^咄巾1`O■.地^��咀･呈……仙1■I一^･･n冊11^･.阯.81.O.占������

�阯:討､壬�;'･I�1�･1■刈�'�“�､一116H-1〕.o11�o…{^�

������c伽岬㎜止���

○品m一“�^“Im.占｡一�咀“Is｡.�[伽冒.I.帖�lH'o.S..肌｡章1�^I'{“･^宣�■'“^1.岨�一�`･.阯`,5･乱｡皇1.�】

1彗･1●●1山■､^冊.�o}≡｡^■.s�1■山彗h����51I岨･;帥｡彗,���

1ヨ“｣���������

回Il'1叩･l11山･�一�■�一･一'1｡咀`11�蘂^1□r,.一'■1､�一'ド山､�Il"刮.･`ll.o�6､}･｡[^岨.】一�r.血､山1..�

�����^1一｡･ll.O�^｡莇■甘“1一�■}1山,��

祀｡,1'}�^.､｡`1��I1I■一､.､旧,�､1'･.血､.1一･'1｡�n島1111hl,｡�』wh』1…�F阯一1I山』､�O.^岬帥11“｡趾L･�一

�����『刮1川｡�…I“｡h山1.■���

�����^11凹…｡�`川^一･､皿,���

�^�^島1岬I“､…岬{�I1､､`帖舳一"｣'…■�■島1岬1･ol…岬■卍nll,�����

����1}I�I川1山…･■mi■･･1記11,O��硅一円孔��

､[1■』"■“�元11皿1“�,1t“1�山一“llll`10山�咄甘01･=.I.u�阯一｡lm111110山一･jll､一I��肚巾1･1��

^116■,●･.l10"I“I���������

冊三山■1･一�一�〔l1軸｡�･'■'･11則.コ�r■帥.･≡11､血�r･』ln11η.1軸.1･ll.o��一��

lS･1･■1I･■.T･ll'■･���������

■1●1.[山…1一“.���������

阯｡1･阯'1“.冊.1･���������

16山'1}､���������

､1I1■岬､■1"��I-11=･叩.�^1～i冊11r血.】�1'･｡[1'll,コ.･j11岬�[･｡ll]111m､]･l1｡“��`��

I^f}■ll"���������

､一■●1'1■■■,���������

景��^}閉11Il“1“�皿島““l11“1“�一}'1･･lll･1舳�1,1■“一1吐1･“�厄11町11“111“1･■�『.T●`■“1■1`■1･,��

��^'阯…･畠■■.1一“"｡�������

��^51■1■･･■甘`1,冊1,1山��咀一1山･“{o��山･皿仙“･･'舳･“町1-1“㎜岬{���

方位:

三斜晶系｡〈aくb,α,βは鈍角のreducedce11

単斜晶系｡〈aβ鈍角をもち(010)面内の2本の最短

の軸をとる

斜方晶系｡<aくbで対称の方位に滑った軸をとる

正方晶系最小の単位胞

六方晶系一P最小の六方単位胞

���

六方晶系一Rセ33と333のextraハ｡desをもつ最

小の六方単位胞

等軸晶系従来通り

X線反射:hk1

結晶面の指数:(hkl)六方晶系では(hkil)

結晶面(一般形)の指数:{hk1}

晶帯の指数:〔uVW〕

晶帯(一般形)の指数:<uVW>

combinationofforms:{hkl}･h'k'1'･h"k"1''

晶相:おもな面をつけて板状柱状等と表現

格子面間隔1dhk1できれば0～1Oの濃度をつける

結晶系32晶族230空間群等:略す

物理的デｰタ

壁開:=:､=

硬度:H

密度(温度補正)Dヨg!cm罧X線デｰタからの計算値はDX

比重:G

光学デｰタ

屈折率Frensne11楕円の軸

…i…(･一三)

･･i･･i･1らω･ぺ･一夫,･一夫)

･i･･i･1“γ洲･(･二い一茎茗霊一㌻)

複屈折:ε一ω;α･ω

光軸角:2Y(十),2Y(一);(2Vγ,2Y嚇)

消光角1Z〈C(Z:C)

不透明鉱物の反射能:Rm(mediu㎜)鮒(雛姦)跳吏(or舶g儂)

Ry(yellow)Rbl(b1ue)Rvio1(暫棚紘)

化学式

だとえば｡omplexgroupの酸素の一部はC餐夢S1など

と結びつき一部がCuCaなどとむすびつけてあらわ

しまた00HFC1が陽イオンのみと結びついてい篇ときは

Co㎜pleXの前に書くたとえば

malachiteCu2〔(0亘)21C0=;〕

doIerophaniteCu2〔01S04〕

apatiteCa5〔0H,F,C1)1(P04)1〕

titaniteCaTi〔01Si04〕

構造中に空位があるときは口であらわす.たとえば

｡o価niteU〔(S至04)1-x(口(0H)4)x〕

化学式中のH,0亘,H･Oについてはたとえぱ

Sepio1ite(MgFe)'Mg〔(OH)21Si6015〕･2H20+4H20

のうちの

OHはhydroxylwater(80ぴC)

2H20は｡oordinationwater(45ぴC)

斗4H20はzeoliticwater(25ぴC)

をあらわしている.また｡pa1Si02+naqu.のaqu.は吸

着水である.

陽イオンはイオン半径の小さくなる順に並べdiadochic置

換は頻劇憤による

鉱物の分類

第1表に示したような分類法が提案されているがまだ決定

をみるには至っていない.

第4圃総姦紅胤デリｰ)の金揚

工ηdianMu魯色u節

以上が今までのデｰタ委員会で決定されたり提案され

たりしたことの要約であるがこの委員会は発足のとき

から委員長のStrmz教授の完全な独たん場で毎回ぼ

う大な資料のプリントを配布して1人で議事を進めてい

る観がある.なおこの委員会では'上記のほかに新

鉱物委員会で決定された新鉱物のデｰタを集め印刷し

て各園のデｰタ委員会に配布し訂正加筆を求める.

この新鉱物デｰタ集は2年ごとに作製配布されそれぞ

れの園の学会誌上に公表される.委員長PrOf.

簿㈱概(ドイツ)書記長Dr.Butler(イギリス)国内

委貴長定永両一教授.

竈､教書霧轟会(COmmissi0皿0nTea曲ing)

この委員会は1960年のコペンハｰゲン会議の際提案採

択されたもので各国の鉱物科学関係の教育方法を調査

しよ!はい教育方法について検討しさらに鉱物科学�
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の重要性を広く認識させようとして発足した委員会であ

をが発足以来まことに不活発な委員会である.役員

は1964年のニュｰデリｰ会議で改選され委員長にPrOf.

Hurburt(アメリカ)書記長にPrOf.vanTex(オラン

ダ)が選ばれた.国内委員長吉村豊文教授

6.宇宙鉱物学委員会(COmmissi㎝㎝COsmic

�楮敲���

この委員会はユ960年のコペンノ･一ゲン会議の際明石委

員会(Commission㎝Meteorite3)として提案されたカミ

決定をみるに至らず1962年のワシントン会議で宇宙鉱

物学委員会として発足することになった.限石から宇

宙鉱物学へと名前をかえたのはもちろん後来の限石を

通しての間接的な研究のみでなく近い将来には天体の

鉱物を直接採集し研究する可能性がでてきたからである.

この委員会の任務はもちろん限石をはじめとして将来直

接採集できるであろう天体物質の鉱物学的研究の促進･

国際協力である.このため討論会をもったり研究の

国際協力をすすめたり宇宙鉱物学の普及活動を行なっ

たり他の分野の宇宙研究国際機関と協力する.この

委員会はまだ発足したばかりで十分な活躍が行なわれ

てい荏いカミ1965年9月にモスクワで最初の国際討論会

を開催する予定である.委員長は発足のときからレニ

ングラｰドのProf.D.P.GrigorieY書記長はDr.E-P.

Henders㎝(アメリカ)日本の国内委員長は都城秋穂氏

である.

第4回総会を主催した

地元インドのProf.

���

(第3回総会後の巡検

旅行中でボックス･ラ

ンチを食べる)

7.鉱石顕微鏡学委員会(COmmissiOn0皿Ore

��体���

1962年のワシントン会議でPrOf.CamerOnにより提

案されただちに発足した委員会でその目的とするとこ

ろは

1､

㈮

鉱石顕微鏡の定量的テクニックたとえば微硬度反射

能鉱石鉱物の回転による性質などの測定法を標準化する

ための討議

上記およびその他の鉱肩鉱物に関する標準デFタを集め

かつ世界の研究者に配布すること

この委員会の設立にはフランスの鉱物学会のように反

対意見を表明した代表もv･たが.結局ワシントン会議で

発足し現在は順調に仕事を進めている.委員長はオ

ランダのProf.W.Uytenbogaardt書記長はイギリス

のDr.S.H刀.Bowie国内委員長は東大の渡辺武男教授

IMAの総会では以上のような国際協力につ〉･ての

仕事を行なう一方毎回鉱物科学関係のトピックを12

えらんで討論を行なっている.そこで発表された論文

と討論内容は主催国の経費でProceedi㎎として印刷

公表されている.今まで行なわれた討論会は(カッコ

内は論文発表者)

創立総会(マドリッド)1958年4月

偲���������牡汯����浩�特

andPetrologyこれは出版されな添った

第1回総会(チュｰリッヒ)1959年9月

｡AlpineFissureMinera1s

��慧���倮��������獣������

andM1.R.亘anisch,R.L,Parker,T.Y0nSchadlun)

｡Twinning

(M.J.Buerger,H.CurieI1,J.D.H.Domay舳d亘.

Curien,P.Hartman,WT.Holseぎ,I.Kostov,A.v㎝

���汳���慧慷�

この結果は“CursillosyConferensias",InstitutoLucas

Mallada,Madrid,Spain,7(1960)として1冊にまとめて

公刊された.

第2回総会(=1ペンバｰゲン)1960年8月

｡Fe1dspars(MiscellaneousAspect,Alka1iFe1dspars,

���楴��偬慧楯�慳�

(C.Burrieta1,To㎜.Barth,H.G.F.Winkler,R.Y.

Dietrich,D.B,Stewart,J.Wyart,G.A.Deicha,J.亙

J㎝es.etal,R.B,Fergus㎝,J.V.S血ith,eta1,W･S･

IGC会場(ニュｰデリｰ)�
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Mackenzie,F.Laマes,J.艮.G◎1ds口紅i曲亘基｡慧｡泌鮒f駁がR,

F.J.Kuellmer,St.Kar誌狐銚亀､器.鼠賞讐至航享αふ瓦

Kempstereta1,S.Chan伽鴻畝1ユ雛銚浸且草臥狐㌶穫騨概謂

倮��

第1回と同様“CursmosyC◎滅㈱鵬1鯛盲…おして発表｡

第3回総会(ワシントン)禍駿隼堪肩

｡Minera10gyOftbeSu1遍d餐蓬

(W.W.Scanl㎝,J.Prow㈱を皇泌吉概､L餐籔泌鋤ヨX

Mor㎞oto,B.J.Wuensc独ヨ蓬､J.W雌鯛曲醐逆賊由5,

Buerger,P.B.Barton,加.銚鼓}呈泌､貧｡鮒Aユt籔b蔓,

F.E.BazandG.C.A㎜ξt耐驚茗M.L.J鰍蓄鋤呈㌘､Tcω泌{獲

��

��敲���畳楯�

���慧敲��敲杵���吮�刮偵�敲�晴�

C.H.Emeleus,C.H.S㎜ithandH.E.Kapp,T.N.

�癩測���捫�測吮倮周�敲���潯浩�刮�

Speed,艮.H.JahnsandO･F･Tuttle,E･N･Cameron,'

W.J.Wadsworth,P.R.J.Naidu,B.M.Gunn,H･E.
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このほかとくにテｰマを定め扱い一般の論文発表も行なわ

れた(24論文).これらはアメリカ鉱物学会の械関誌

“AmericanMineralogist"の特別号として発表されている.

第4回総会(ニュｰデリｰ)196毎年12月

｡Zeolite

(S.Ku㎜eandM.Koizu血i,W.Nakaji血aandM.

Koizumi,J.T.WhettenandD.S･Coombs,R･Royet

al,A.O.Shepardand亘.C.Starkey,亘｡lM[inato,F.

Pipping,F.Au㎜entoandC.Friedlander)

�業��楴��牢潮慴楴攀

���慷�測倮����������������

P.E.Grattan-Be11ew,L.vonWambeke,H-A㎜bsand

倮�畬楴獣栬����湲楣����癯�捫敲�

mam,D.P.Gold,W.Wimmerhauer,J.E.Raps㎝,

S.亘.QuonetaI,D.D.Hogarth)

およびgenera1papersの発表(24編).これらはインド

鉱物学会の機関誌“IndianMineralogist"の特別号と

して公刊される予定.

なおIMAはほぼ2年に1度づつもたれうち1回

おきにIGCと平行して開かれることになっている.

次回1966年はイギリスのケンブリッジで1966年9月

ごろ開催される予定でその際の討論会のテｰマには

｡Pyroxenesand/orAmphiboIes

�特�������獰散楡�敦敲�捥瑯��牡�

��牡�

が内定している.1968年はIGCといっしょにチェコ

スロバキアのプラｰグで開かれることが決定されており

1970牢には是非とも日本で開けという要望が強くでてい

る.討論会のテｰマは主催国およびIMAの執行部

で決定されるのであるがおのずから世界の研究の集点

が示されているので興味深v'.また日本でいうv'わゆ

る鉱物学のみに焦点がしぼられておらず岩石学や結晶

学にも焦点がむけられている点に注目していただきたい.

これらPro:eedi㎎sのほかにIMAから世界中の鉱

物科学者の名前地位生年住所おもな研究分野を

記載したWorldDirectoryofMineralogistが発行さ

れている.

IMAの総会の前後に巡検旅行が行たわれるのは地

学関係の他の学会の場合と同様で楽しい行事の1つで

ある.IGCと平行して開かれた場合(コペンノ･一ゲン

ニユｰデリｰ)はIGCの計画した旅行に便乗している

がIMAだけで開かれたマドリッドチュｰリッヒ

ワシントンの会議の場合それぞれ次のような巡検旅行

がもたれた.

1958.4マドリッド創立総会

会期前バルセロナ周辺

会期後トレドｰコルドバｰグラナダ

1959.9チュｰリッヒ第1回総会会期後東部スイス西

部スイス

1962.4ワシントン第3回総会

会期前ニュｰヨｰク～ワシントン間の鉱物産地

会期後1バｰジニア鉱物産地

2ワシントン～フィラデルフィアｰ～ニュ}ヨｰ

ク･ニュｰ･ヘブン～ボストンの博物館見学

さてこれでIMAのほぼ全容をおつたえしたわけで

ある.IMAは発足してまだ間がない.そのためそ

の任務や内容など関係研究者にもよくしられていないき

らいがある.この紹介がその面で多少でも役立ってく

れれぱ嬉しv'.

最後にIMAがIGCやI.U.Crとは独立して発雇し

た事実(ただしニュｰデリｰでは国際地球科学連合

��卉��慴楯���潮潦�漱�楣������

と密接な協力関係に入ることがきめられた)が示してい

るように鉱物科学カミ従来の地質学とは独立して動きだ

しているこの世界的た傾向を強調しておきたい.これ

は学問の発展の当然の結果であろう.それからIMA

の活動内容からもわかるように外国の研究者が考えて

いる鉱物学の内容は員本の研究者が考えているよう紀

狭い内容のものでは匁く結晶学岩石学地球化学

鉱床学などを含んだもっと広い内容のものであるという

点にも再度の注意をかん起しておきたい血員本に2

つも3つも鉱物科学関係の学会があることをワシントン

会議後の巡検旅行の最中ドイツの研究者に議したらひ

どくびっく1)凄れそれは塞ことに不幸恋状態であると

たいへん慧つい批判をうけたことがあった｡私事)たし

かにそのとお1コで勅ると思う吉

(鎌箸は技術部地球化学課)�


